
 

 

✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧ 
✧ 平成 28 年度緊急地震速報利用者協議会定期総会の開催 
 
 緊急地震速報利用者協議会の平成 28 年度定期総会は、7 月 7 日 15 時から東京都千代田区の日

本教育会館において、53 会員 80 名が出席し、来賓として気象庁から上垣内地震火山部長、韮澤

情報利用推進課長にご臨席いただき開催されました。 

 議長は阿部会長がご欠席のため田辺副会長が代理し執り行われました。総会議事は会員の入退

会報告に続き、平成 27 年度の活動報告（案）及び同収支決算（案）、平成 28 年度の活動方針（案）

及び同予算（案）、本協議会規約及び細則の一部改正（案）について審議し、全て原案通り承認さ

れました。 

 定期総会議事終了後、説明事項として①「緊急地震速報利（予報）の利活用実態調査について」

地震津波防災対策室赤石調査官、②「技術的改善の導入スケジュールについて」地震津波監視課

森本調査官から説明がありました。 

 講演は、気象庁気象研究所の小寺研究官から「平成 28 年熊本地震に対する緊急地震速報：発表

状況の概要と IPF 法・PLUM 法による改善効果」と題して行われ、4月 14 日の M6.5 や 16 日の M7.3

の地震で PLUM 法を導入することによって警報発表のタイミングは早まる可能性があるとの講演

がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（配信事業部） 


